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学びに向かう意欲が高まる教育
環境を創造し，自律的に学ぶ児
童を育成する。

主体的にコミュニケーションを
図ろうとする児童を育成する。

・外国語科，外国語活動で培っ
てきたコミュニケーション能力
を他教科へと発展させるために
「学びの質を深める話し方，聞
き方」を全学年に導入し，相互
授業参観を通して徹底させる。

・国語科における物語文，説明
文の授業づくりを展開し，児童
の読解力，表現力を身につける
とともに，対話型の授業を促進
する。

・教科横断型の「自由進度学
習」の開発を通して，主体的に
学ぶ児童を育成する。

・「小学生のコミュニケーショ
ン能力に対するパフォーマンス
尺度」による５月，１２月間比
較により，肯定的回答が向上す
る。
・「自律的学習動機尺度」の５
月ー１２月間比較にり肯定的評
価の向上

・標準学力調査（国語科）にお
いて，前年度比１ポイント向上
する学級数（通常学級）

・国語科の学期末テストにおけ
る学級平均が期待値比較３ポイ
ント向上する。（通常学級）
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＜結果＞
・小学生のコミュニケーション能力に
対するパフォーマンス尺度（１～６
年）の肯定的評価の平均は，75.0（７
月+2.2）％だった。
・コミュニケーション能力について
は，対話型授業の展開やクラス会議等
で一定の効果が現れた。
・自律的学習動機尺度（１～６年）の
肯定的評価の平均は，70.1（７月
+1.2）％だった。
・国語科の学期末テストにおける学級
平均は，86.5(期待値+4.5)％だった。

＜課題＞
・コミュニケーション能力について
は，まだ目標に十分ではない。
・主体的に学習する態度については，
「人に言われるから学習する」という
やらされ感が残っている。
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〇コミュニケーション能力も確実に上がってきてお
り、表現の仕方等、自信をもつことによってついた子
供も増えてきたように感じます。今後は苦手な児童に
対しての取組を期待します。
〇児童のコミュニケーションスキルが身についてきた
と感じます。それが自信につながり、成長していく過
程でしっかり他者と関わっていくことができると思い
ます。取り残される児童が出ないように工夫されてい
ると思います。
〇人前で堂々と自分の考えを発表する様子は素晴らし
いと思います。人前で話すことが苦手な児童への声か
け、失敗しても大丈夫という雰囲気づくり等、少しず
つ自信がもてるよう取り組みをお願いします。教科横
断型の「自由進度学習」の具体的な内容を教えていた
だきたいです。
〇なぜ外国語の学習ではコミュニケーション能力を高
めることができるのに他の教科ではできないのかを教
えていただけきたいです。
〇コミュニケーション能力は社会人になっても一番大
切なことだと考えます。積極的な発言ができるよう指
導していただけたらと思います。
○友人・家族・知人への「思い」「想い」は言葉にし
ないと相手に伝わりにくいので，手紙を書く機会等を
活用しながら作文力の向上を図って下さい。「想い」
には相手を思いやる行動が伴います。

・今後も「相手を気にすること」や
「自分から発信すること」の指導を続
けていく。
・「人に言われるから学習する」とい
うやらされ感を減らしていくため，一
人一人の児童に「将来の夢や実現した
いことを描かせること」を大切にしな
がら，より自己の変容を感じることが
できる振り返りの工夫を校内で検討し
ていく。
・学びの質を高める話し方・聞き方を
土台に，国語科・外国語科でコミュニ
ケーション能力を伸ばし，自分が変
わったことを自覚させることができる
よう，授業中だけでなく，様々な場面
で取組を続けていく。

他者の存在を意識し，他者とと
もに伸びようとする「共同体感
覚」を身に付けた児童を育成す
る。

協同的な学校生活の場を意図的
に設定し，自己肯定感，役立ち
感，憧れ感，リーダーシップ，
フォロワーシップを醸成する。

・「共同体感覚」をベースとし
た学級経営を文化として定着さ
せる。（学級力向上，クラス会
議）

・２学期以降に異学年交流活動
（ファミリー活動）を編成し，
多様な人間関係づくりの場面を
創造する。

・目標達成行動を積極的に促
し，全委員会が課題解決，企画
創造活動を推進させる。

「共同体感覚測定尺度」「自己
理解，自己肯定感尺度」によ
り，５月ー１２月比較により，
肯定的回答が向上する。

アセスの生活満足度５０以上の
学級数

「チャレンジ精神」に係る児童
（５，６年）のアンケートによ
り行動変容が見られる。
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＜結果＞
・「共同体感覚測定尺度」の「自己理解」は＋
2.1％，「自己肯定感尺度」は＋3.1％向上した。
・学級力向上アンケートを３回実施し，クラスの課
題の改善策を考えていった。また，自分たちの課題
や悩みをクラス会議の議題にあげ，解決をみんなで
考えていくことができた。
・アセスの生活満足度50以上のクラスは９０％以上
だった。
・異学年交流活動（ハッピーフレンズ活動）を編成
し，多様な人間関係づくりの場面を設定することが
できた。（そうじ・日比っ子フェスティバルの出し
物，児童会・６年生が企画した遊び等）
・チャレンジ精神平均は＋1.3％向上した。
・異学年交流活動を通して，リーダーシップ，フォ
ロワーシップを醸成することができた。
＜課題＞
・ハッピーフレンズ活動が定例化できておらず，児
童への混乱もあった。
・クラス会議はクラスの課題について話し合うこと
が多く，個人の悩みとして話し合うことは少なかっ
た。
・全委員会が課題解決に向け，企画創造活動を行う
ことが十分ではなかった。
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〇縦割り班での学習はとても素晴らしいと思います。
委員会の発表やプレゼンなどを全ての児童に体験させ
ていただきたいです。
○縦割り班の活動は運動会等でも導入できたらいいと
思います。
〇目標達成のための活動が効果的に計画、実施された
と思います。課題も浮き彫りになったと思うので次に
向けて新たな計画が立てればと思います。
〇児童が主体的に考え取り組んでいる異学年交流が学
習面・生活面で実を結ぶことを期待しています。
〇自己肯定感が向上していることはとても良いことだ
と思います。次は、他者を肯定できる意識を高めて
いったらさらに人間として成長できると思います。
〇自分に自信がもてるよう、今後も継続した取組をお
願いします。
○昨今，子供達が個別のグループに細分化しておりお
互いの共通の友達を取り合う独占欲が見られる事が多
いです。子供達の考えをアウトプットさせながら孤立
を防ぐ取組を臨みます。

・ハッピーフレンズ活動を年間
計画に盛り込み，計画的に取り
組むことができるようにする。
・個人の悩みをみんなで考えて
いくという風土を育てていき，
安心したクラスづくりに取り組
んでいく。
・代表委員会に委員会の委員長
も出席させ，学校の課題を多面
的に捉えさせ，全委員会が課題
解決に向け企画創造活動を行う
ことができるようにしていく。

主体的に健康な体つくりを行う
児童を育成する。

・縄跳びを取り入れた体力づく
り及び縄跳び検定の実施を通し
て自らの身体づくりに意欲的に
取り組む児童を育てる。

・「食べる」ことの大切さを理
解し，食べることに対する意欲
と積極性を児童に培う。

・体力づくり，健康づくりに関
する取組状況アンケートにおい
て，肯定的評価が向上する。

・残食率が年度当初より減少す
る。

80
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〈結果〉
・肯定的評価が1.1％向上した。体育的行事や
体育委員会の取組等により，児童の関心を高め
ることができた。また，職員への体育研修を行
い，職員の指導力向上を図った。
・残食率が２％低下した。食育指導やもりもり
週間等の取組により，児童の食への関心・意欲
を高めることができた。個の実態に応じた配膳
が，残食率低下につながった。
〈課題〉
・運動に苦手意識のある児童が固定化してきて
いる。また，学年間の意識の差が大きい。外遊
びや体つくりに対する教職員の意識の差があ
る。
・牛乳の残食率が高い。
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〇今の子供達は学校のグラウンドのみが安全な「外遊
びの場」となっていることがとても残念なことです。
もっとしっかりグラウンドで遊べるようにお願いしま
す。
〇成果が出ているので正しい取り組みができているか
と思います。運動が苦手な児童へどのようなことがで
きるのか、その点に関する対策をよろしくお願いしま
す。
○体力にかかわって全体的な底上げを期待します。
〇「体を動かすことは好き」は高い割合ですが、実際
「体力づくり」の時間は少ない状況です。家庭の状
況、学校の限られた休憩時間の取組、運動場が狭い等
の環境も関わってくると思いますが、体力つくりを行
える工夫をお願いしたいです。
〇食べたい時に食べたい物を食べる若者がとても多い
と感じています。食べる時間に出された物をおいしく
食べられるようになってもらいたいです。
○運動上手な児童は見守り，苦手な児童には補助が必
要です。上の学年の支援の充実に期待します。

・体育委員会で，苦手意識のあ
る児童が楽しめる取組を企画す
る。
・職員への研修を継続し，体育
科の指導力向上・体つくりへの
関心を高めることにつなげる。
・成長期に必要なカルシウムの
摂取ができるよう，継続して指
導する。
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地域社会の中に位置付く学校を
めざし，学校運営協議会におけ
る協力体制を確立する。

・学校における教育活動を広く
広報し，保護者，地域の協力体
制を構築する。

・コミュニティースクールによ
る「地域学校協働活動」の促進
を図り，児童の教育活動に地域
人材の積極的な参画を促す。

・保護者に対するHPの更新頻
度，更新内容に関するアンケー
トにおいて，肯定的評価が８
０％を超える。

・各学年の教育活動に地域人材
を活用した回数が１０回を超
え，及び地域人材を活用した授
業に関する児童の肯定的評価８
０％を超える。

80％

10回

80%

81.9%

5回

78.4%

85.1%

10回

81.5%

106% A

＜結果＞
・HPに関するアンケートの結果，８０％以上
の保護者が肯定的評価をしている。
・HPに関しては肯定的評価が多く，更新の多
さに，保護者が教師の働き方を心配しているほ
どである。また，保護者の見る頻度も前回より
多くなっている。
・地域人材を活用した回数は１０回，児童の肯
定的評価も81.5％である。2月以降でも，ええ
じゃん・SANSAがり踊りコンテストに向けて
来ていただく予定である。
・地域人材の活用に関しては，ミシンや木工，
そろばん等，外部の専門家として来ていただく
ことが多かった。
＜課題＞
・HPに関しては，閲覧する家庭数が約80％と
高止まりをしているようである。
・ボランティアの方に通年を通して，常時活動
として関わっていただく機会がなかった。
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〇HPの頻繁な更新、そしてその内容ともに素晴らしい
と思います。今後も定着できるようにお願いします。
コロナもあったので地域とのかかわりが途絶えつつ
あったところ、再開ができてよかったと思います。
〇HPの更新で子供達の様子がわかり安心するという意
見を聞きます。先生方の負担にならない上での継続を
お願いします。
〇保護者の理解をしっかりと得ることと学校と地域・
保護者の連携をとってやっていただけたらと思いま
す。
○学校へのボランティア協力も必要ですが，学校から
地域へのボランティア協力参加もよろしくお願いいた
します。

・HPでは，学級懇談会の時に保
護者と一緒に見るなどして，魅
力を発信できるようにしてい
く。

・ボランティアの方との活動
は，本年度素地ができてたの
で，来年度はそれを生かし，定
期的なボランティアの方の活用
を考え，児童の成長につなげて
いく。
・「地域の中の学校」の意識を
醸成していく。
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令和５年度　学校評価表

夢や目標をもち　ともに高め合う子どもの育成

ロ

a 　ミッション 深い学びの実現を目指したコミュニケーションの能力の育成

学校教育目標

自己評価 学校運営協議会委員評価評価計画

a 　ビジョン

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

h
達
成
度

イ
j 結果と課題の説明e 評価指標

i
評
価

f
目
標
値

g
達成
値

(1)学校運営協議会に基づき，学校，保護者，地域が協働して学校文化を創造する学校
(2)「共同体感覚」を学級，異学年，学校全体に醸成できる学校
(3)「ことば」を中核とした人間関係づくり，自己表現ができる児童を育成する学校

c 短期経営目標

k 二次評価

d 目標達成のための方策 g
達成
値


